
大丸有エリアのレストランにおける食の共同調達を2012年3月から行っている「大丸有つながる食プロジェクト」が、11月から来年2月まで開
催している「つなまるフォーラム」の第3回が1月28日(火)に開催されます。今回は「江戸時代の伝統料理がつなぐ“食”」と題して、ゲストに江
戸の味を再現した「江戸エコ行楽重」を提供する楠公レストハウス総料理長安部憲昭氏と、その材料となる有機野菜を出荷する東京都国分寺
市・小坂農園の小坂良夫氏を迎えます。　▶時間：19時00分～21時00分　会場：エコッツェリア（新丸ビル10階）
※つなまるフォーラムは今後、第4回：2月4日（火） 第5回：2月26日（火）開催予定。詳細はWEBをご覧ください。
※本プロジェクトは、毎月第2・4金曜日に東京駅前地下通路で開催している「丸の内行幸マルシェ×青空市場」に出店しています。次回は1月10日(金)です。

2013年12月20日
大手町・丸の内・有楽町エリアのサステイナブルなまちづくり 一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進協会

　　　　（エコッツェリア協会）

エコッツェリア協会は大手町・丸の内・有楽町エリアのサステイナブルなまちづくりの推進を目的として設置され、当協会会員による「ワーキンググループ」、丸の内朝大学
や打ち水プロジェクトなどの「コミュニティアクション」、都市の低炭素化などを研究する「市場調査／R&D(研究開発)」、新丸ビル10階にある環境戦略拠点「エコッツェ
リア」の運営の４事業領域からなるシンク＆ドゥタンクです。

2013年12月、2014年1月のエコッツェリア トピックス
大手町・丸の内・有楽町（以下、大丸有）地区のサステイナブルなまちづくりを行うシンク＆ドゥタンク「エコッツェリア協会」では、まちづくりや未来
の社会を考えるイベントやプロジェクトを多数実施しています。本ニュースレターでは、当月のイベントや各プロジェクトの進捗をまとめ、当協会の情報を
提供します。2013年はWEBリニューアルほか、夏の打ち水プロジェクト、丸の内朝大学など多数のプロジェクトでみなさまに多くのご協力をいただきまし
た。御礼を申し上げるとともに2014年も変わらぬご支援のほどよろしくお願いいたします。

だいまるゆう

http://ecozzeria.jp/

江戸の伝統料理を現代に伝える料理人と生産者のトークショー

環境経営サロン
健康と環境、一体化して取り組むビジネスの成功事例と課題を探る
「環境経営サロン」は、エコッツェリアに集う企業の経営者層が集い、環境まちづくりを支える「環境経営」について、工夫や苦労を語り、環
境・CSRを経営戦略に組み込むヒントを共有する研究会です。1月21日（火）に行われる2013年度第5回では、ドコモ・ヘルスケア(株)代表取
締役社長の竹林一氏と、ハーマンミラージャパン(株)代表取締役社長の松崎勉氏をプレゼンターに招き、「健康」と「環境」を融合させた各社
の取り組み、経営のポイントについて話を聞きます。　
▶時間：17時30分～20時30分　会場：エコッツェリア（新丸ビル10階）※交流会もご用意しておりますので、ご参加ください。

大丸有つながる食プロジェクト1月28日(火)

1月21日(火) エコッツェリア会員限定ワーキンググループ

環境省の「平成25年度住民参加による低炭素都市形成計画策定モデル事業(アセスガイドライン利用ケース)」に(株)三菱地所設計の「大丸有地
区の環境共生型まちづくりの取り組み事業」が採択され、当協会が共同実施者として参画したことを契機に、アセスガイドラインの中でも都
市再開発の加速につれて強化が必要とされている「生物多様性への配慮」について考える委員会が発足しました。委員会は三菱地所と当協会、
および東京大学大学院の横張真教授を座長とする有識者で構成され、年度内3回開催予定。12月13日に行われた第1回委員会では、緑地
を“量”より“質”で評価するために、従来のネガティブな影響評価だけではなく、教育や啓発、コミュニティ活動の推進などもプラスの評価対象
としていく方向性が提示されました。次回は1月28日に開催され、第1回で提案された評価方法の実現に向けて、議論を行う予定です。

環境省採択／アセスガイドラインの新たな活用を考える

生物多様性委員会2013年～2014年

木だらけプロジェクト
都市における森林資源の用途開発と新規事業の創出を図る
都市部における森林資源の用途開発および新規事業の創出を目的とした取り組み「木だらけプロジェクト」がスタートしました。初年度である
2013年度は森林資源の現状について有識者から話を聞く勉強会を3回実施し、恊働での新規事業開発に意欲的な様々な分野の企業・団体等と
のネットワーク構築を図っていきます。12月17日に行われた第1回会合では、古河林業(株)の相談役・古河久純氏と代表取締役社長・古河潤一
氏が日本における森林設備の歴史と課題について話しました。2014年度以降は用途開発に向けたプロジェクトを始動させる予定です。

2013年12月発足 森林資源の活用を考える勉強会

都市緑地の質的評価向上について議論する会


